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地域資源を活用した再生可能エネルギー
を推進することにより、脱原発依存、
脱炭素社会と自立分散型社会を実現

脱原発依存、脱炭素体制
の構築を実現するための
再生可能エネルギー推進

行財政改革を断行し、
無駄な投資は一切せず、将来の
国民の皆様にツケを残さない

身を切る改革増税の前に
やるべきことがある

中央集権という既得権益を打破し、
統治機構改革で地方を活性化

既得権益と
中央集権の打破

ベーシックインカム、企業規模の拡大、
労働生産性の向上を実現することに
より国民所得アップで経済成長

年率4%の名目成長もって、
10年間で国民所得の
50%アップを達成

日米同盟を基軸とし、バランスオブ
パワー（勢力均衡）に配慮した
米中拮抗時代の新しい外交

生命と安全を守るための
バランス重視の
多国間外交を展開

重症化防止にターゲットを絞り、ワクチン、治
療薬で社会経済活動を進め、非接触非対面
のデジタル社会を見据えた構造改革の断行

コロナに打ち勝ち、
ピンチをチャンスに

教育に公的資金を投入し、経済的な理由で進学・学問の
機会を断念することがない教育環境の構築

教育の無償化で、あらゆる格差が固定化しない
社会の実現

経済格差、教育格差、世代間格差等、社会の活力を失わせる格差を放置しない

社会移動を容易にすることにより活力を取り戻し、将来の成長に結びつける

教育の機会均等を保障し、誰しも出自や成育環境に左右されずその可能性に
挑戦できる環境を作る為、憲法改正による教育無償化の実現

政治家の最も重要な使命である公平公正な所得の再分配を駆使し、既得権者
に迎合することなく、富の偏在を解消
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